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会員イチオシの撮影スポット

戸石「牧島」 上山公園「駐車場池」 田結「上の島」

唐比「ハス園」 本野「富川渓谷」 本明「歳神社」

西小路「弘法大師堂」 諫早公園「眼鏡橋」 小長井「井崎」

＊�「とによん公園」広報冊子（ガイドブック）の完成に当たり、魅力発信広報委員会【主に写真部会
メンバー】の会員が、日ごろ撮影した写真の中から選りすぐりの イチオシ撮影スポット  の写真を
掲載しました。
＊�９点の作品は、写真部の定例会（月一回）に於いて選考の結果、収録したものの中から撮影スポッ
トとして選ばれたものです。
＊�公園広報活動とは関係がないので敢えてこのページに展覧させてもらいましたが、お気に入りの場
所がありましたら、現地確認をしていただいてご堪能ください。

【 事務局から 】

　子供たちに、屋外での自然や生活体験を思いっきりさせたい。それは、教職に携わって
きた者の共通の認識です。かつては、近くの広場や里山へ出掛けて行っての遊びや手伝い
などが日常でした。そういう生活の中で、自然の成り立ちや営みを体感し、生活の知恵を
身につけていったような気がします。自然の素晴らしさや畏敬の念を抱いていく中で故郷
のよさも身に付いていったように思います。
　ところで、現代では、社会情勢の変化に伴う生活様式等の変容により野外での伸び伸び
とした自由な活動が乏しくなってしまっているようです。それに連れて、里山の手入れは
しだいに行き届かず “やぼくら” になってしまい近寄り難くなっています。親子で里山へ
出掛けようにも二の足を踏んでしまうのが現状のような気がします。しかし、この大地や
自然の中での生活に根付いたものの見方や考え方の基盤は、今の世情の中でも大切に守っ
ていきたい要素であろうと考えます。
　そのような情勢の中、各方面の配慮により、青少年自然の家やこどもの城、或いは、各
地域等で、子育てへの取り組みが多くなってきているのは心強い限りです。より一層の活
用を勧めていきたいものです。
　諫早市退職校長会でも［子育てや地域づくりの応援］を主要活動の一つに挙げています。
今回、各方面での大がかりな取り組みに加えて、日常的な家族のふれあいや子育ての場と
して、具体的な活動の場所を紹介しよう、と企画しました。
　市内各所にある既設の公園の中で、里山や自然の体験に適した場所を全方位的に満遍無
く配慮して活用し易いよう魅力を発信広報していこう。との趣旨です。
　きっかけは、退職校長会員による公民館講座 “十二支公園” 巡りの成果です。地域の憩
いの場として整備された公園でしたが、利用者が少なくなり、地域による維持管理も過疎
化等により行き届かなくなっている場所もあります。それらを［里山公園］として紹介し、
再生活用してもらいたいということです。そして、退職校長会員による「地域の名所巡り
ウオーキング」の成果も参考にしながら、旧五町それぞれに “いちおし公園” を地域の
方々に相談しながら、知恵を借りながら選定してみました。企画推進のために実行委員会
を組織し、会員による精力的な取り組みによって短期間で順調に進み、加えて、写真クラ
ブ員の協力により的確な美しい写真で構成することができました。
　諫早市［ビタミンプロジェクト事業］に採用して頂いたことは心強く、推進の原動力と
なり、また、的確な示唆もいただきました。心より感謝申し上げます。
　キャッチフレーズとして、“家族で里山へ出掛けよう”、そして “故郷のよさを探そう”
“わが故郷を地域で盛り上げよう” できれば “里山を猪から取り戻そう” など挙げてみまし
た。いかがでしょうか。自然の中での子育てに、心身の健康づくりに、そして、地域づく
りの活性化に、少しでも繋がっていければ幸いです。
　これからの「withコロナの時代」への対応策として “自然への回帰” にも通じるのでは
ないだろうかと期待しています。
� 諫早市退職校長会 会長　副島　猛俊　

あ い さ つ

～ 子育てに自然体験の活用を ～
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公園一覧
№ 施設名称 地域
1

十
二
支
公
園

子　ね 緑豊の里 本野町
2 丑　うし 赤岩名水広場 大場町
3 寅　とら 青岩と観音の滝（御手水白衣の滝） 御手水町
4 卯　う 龍王広場 長田町
5 辰　たつ 赤とんぼ広場 小野島町
6 巳　み 宗方公園（天の岩戸） 宗方町
7 午　うま 平家と大杉の里 小川町
8 未　ひつじ 南風の海浜広場 早見町
9 申　さる 天狗と大蔵の里 土師野尾町

10 酉　とり 蔦木の森 津久葉町
11 戌　いぬ 久山城山公園 久山町
12 亥　い 諫江見渡しの丘 下大渡野町

13

四
支
公
園

乾
いぬい

琴ノ尾公園 多良見町

14 坤
ひつじさる

月の丘公園 飯盛町

15 巽
たつみ

五穀公園 森山町

16
艮

うしとら しゃくなげ高原、銀鈴渓ルート 高来町
17 毘沙天岳公園 小長井町

諫早市 とによん（十二・四）公園 位置図

①「子の公園」

②「丑の公園」

③「寅の公園」

⑫「亥の公園」

④「卯の公園」

⑤「辰の公園」

⑮「巽
たつみ

の公園」

⑬「乾
いぬい

の公園」

⑯「艮
うしとら

の公園」

⑰「艮
うしとら

の公園」

⑥「巳の公園」
⑦「午の公園」

⑨「申の公園」

⑭「坤
ひつじさる

の公園」

⑧「未の公園」

⑩「酉の公園」

⑪「戌の公園」

しゃくなげ高原＆銀鈴渓ルート

緑豊の里

赤岩名水広場

青岩と観音の滝

諫江見渡しの丘

龍王広場

赤とんぼ広場

五穀公園

諫早公園久山城山公園

琴ノ尾公園

蔦木の森

天狗と大蔵の里

月の丘公園

南風の海浜広場

平家と大杉の里 宗方公園

毘沙天岳公園

長崎本線（高来・小長井方面）

諫早駅

大村線

島原鉄道

長崎本線（市布経由）

長崎本線（長与経由）

長崎駅

57

34

251

207

国道251号

国道57号

眼鏡橋

国道
207
号

国
道
34
号
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＊�十二支公園も四支公園も、それぞれが地域の宝です。その魅力を精一杯引き出して写
真に収め、わかり易い解説を加えて発信したいと努力しました。
　�この冊子『ガイドブック』を手に取って、実際に現地に行ってみて、その魅力を感じ
取ってください。故郷の良さが身に染みてわかると思います。

　本事業は、ビタミンの卵事業から着手し、旧諫早市の各地に点在する『十二支公園』に着
目して広くアピールしようということから始まりました。「十二支公園」の魅力発信に繋げ
たいという発想でしたが、事業推進途上で、市の担当部局から旧五町を加えた新諫早市に相
応しい公園広報が望ましい旨のご教示をいただきました。その後、構想を一新して五町のイ
チオシ公園を加え、五つの公園を方向から捉えた四支公園としてまとめて広報することにし
ました。

　 四支 というのは、艮、巽、坤、乾のことで、これはいずれも方位に関連する漢字で
す。小長井と高来が北東の方向にあることで 艮【ウシトラ】の公園、森山が東南の方向に
あって 巽【タツミ】の公園、飯盛が南西の方向にあって、坤【ヒツジサル】の公園、多良
見が北西の方向にあって 乾【イヌイ】の公園ということになります。元々十二支の支が方
向を表す漢字でもありましたので、方向に因んだ意味の十二支と四支を合わせて「とによ

ん」【十二・四】公園という名称に改め、市の担当者と打合せた結果、名称を決定しました。
《…………ちなみに方向を示す基点は、すべて諫早公園（眼鏡橋）です。…………》

　四支公園の各町イチオシ公園は下記枠内の通りです。
（公園決定に当たっては、各支所との話し合いの中で決まったものです。）

＊高 来 町…�①「しゃくなげ高原」：（多良岳広域林道沿い）
　　　　　　②「銀鈴渓ルート」：（轟の滝上流の心癒しの“森林浴の森”）
＊小長井町…�「毘沙天岳公園」：（火山噴火の跡を残す小長井富士とその周辺）
　　　　　　　　　　　　　　 （昔を語る岩脈と火山堆積物）
＊森 山 町…�「五穀公園」：�（多良岳、雲仙岳、諫早湾一帯、諫早干拓地が展望できる大

パノラマの展望所とその周辺）
＊飯 盛 町…�「月の丘公園」：�豊富な遊具施設とその周辺：（各種運動広場、温泉施設、

などの集いの広場、心癒しのウォーキング道）
＊多良見町…�「琴ノ尾公園」：�（多良山系、大村湾、長崎空港など全方位的な展望が可能

な山頂公園）・（昔を語る琴ノ尾烽火台跡）

※広報委員会からのお願い

【とによん《十
と

二
に

・四
よん

》公園】魅力発信事業　名称決定の経緯
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＊五行について
・古代中国の殷の時代（紀元前1000年頃）の説による５つの元素のこと。
・人間の生活に必要な５つの材料を指している。
・五行とは、木

き

 火
ひ

 土
つち

 金
かね

 水
みず

 の総称。
・�天体で不規則な運行をする５つの星を発見し、災害がこの星と関係があるのではないかと
考え、星の循環で全ての現象を説明しようとしたのが 五行説  である。

＊十干について

　　　甲
こう

　　　乙
おつ

　　　丙
へい

　　　丁
てい

　　　戊
ぼう

　　　
（きのえ）
　　　

（きのと）
　　　

（ひのえ）
　　　

（ひのと）
　　　

（つちのえ）

　　　己
き

　　　庚
こう

　　　辛
しん

　　　壬
じん

　　　葵
き

　　　
（つちのと）

　　　
（かのえ）
　　　

（かのと）
　　　

（みずのえ）
　　　

（みずのと）

・�十干は、殷の時代から行われていた日を数える方法である。
・�１カ月を10日ずつの３旬【上旬・中旬・下旬】に分けて、旬の１日目を「甲」、２日目を「乙」
としたのが起こりである。その後、１から10までの記号として用いられるようになった。
・�五行をそれぞれ陽の気を表す「兄（え）」と、陰の気を表す「弟（と）」とに分けたのが十
干である。「きのえ」「きのと」「ひのえ」……となっていく。

＊十二支について

　　　子
ね

　　丑
うし

　　寅
とら

　　卯
う

　　辰
たつ

　　巳
み

　　午
うま

　　未
ひつじ

　　申
さる

　　酉
とり

　　戌
いぬ

　　亥
い

　　　鼠　　牛　　虎　　兎　　竜　　蛇　　馬　　羊　　猿　　鶏　　犬　　猪

・�十二支は、月を数える方法である。１年12カ月の名称として使われたのが起源であり、そ
の後記号として用いられるようになった。
・�また、方位や時刻、年を表す呼称としても用いられる。十二支による時刻は、日本国内で
は９世紀ごろから明治時代頃まで使われていたものである。
・�月の十二支の語源は、草木の発生、繁茂、成熟、伏蔵の過程の順序を12の段階に分けて名
付けたものです。
・�月の十二支が12カ月の各月の特性を示したものであるように、もともと時の十二支は、一
日における12刻の特性を示したものでした。また、方位の十二支は、十二支の12方位の特
性を示したものでした。

十二支・干支関連　参考事項
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子……�子（ネ）は、旧暦の11月を表し、子は【孳】（ふえる意味）で、新しい生命が種子の
中で萌え始める状態を表しています。

丑……�丑（ウシ）は、旧暦の12月を表し、丑は【紐】（ひも・からむ意味）で、萌え始めた
芽が種子の中でまだ十分に伸びていない状態で、春を待つ様を表しています。

寅……�寅（トラ）は、旧暦の１月を表し、寅は【螾】（うごく意味）で、草木が春の温かさ
で地上に芽を出す状態を表しています。寅の月は正月であり、立春の時でもありま
す。

卯……�卯（ウ）は、旧暦の２月を表し、卯は【茆】（しげる意味）で、地上に芽を出した草
木が活発になり、いよいよ地面を覆うようになった状態を表しています。

辰……�辰（タツ）は、旧暦の３月を表し、辰は【振】（ふるう・ととのう意味）で、春の温
かさもたけなわとなり、草木の形が整って活力が旺盛になった状態を表しています。

巳……�巳（ミ）は、旧暦の４月を表し、巳は【巳】（やむ意味）で、草木が繁茂の極限に到
達した状態で陽気が極まりこれ以上盛んにならず、静止する様を表しています。

午……�午（ウマ）は、旧暦の５月を表し、午は【忤】（つきあたる・さからう意味）で、草
木が繁茂の極限を過ぎ、衰微の方向へ向かい始めた状態を表しています。

未……�未（ヒツジ）は、旧暦の６月を表し、未は【味】（あじの意味）で、草木の果実が成
熟して滋味が加わり出した状態で、陰気が伸び陽気が退く様を表しています。

申……�申（サル）は、旧暦の７月を表し、申は【呻】（うめく意味）で、草木の果実が成熟
して滋味が増し、締め付けられて固まっていく状態を表しています。

酉……�酉（トリ）は、旧暦の８月を表し、酉は【 】（ちぢむ意味）で、草木の果実が成熟
の極みに達した状態で、陰気が伸び、静かに英気を養う様を表しています。

戌……�戌（イヌ）は、旧暦の９月を表し、戌は【滅】（ほろぶ・切る意味）で、草木の葉が
枯れ落ち死する状態で、陽気が衰え冬に備えて根に気を集める様を表しています。

亥……�亥（イ）は、旧暦の10月を表し、亥は【閡】（とざす意味）で、草木がすでに凋落して、
生命の力が種子の内部に包み込まれてしまった状態を表しています。

十二支と暦の関係（草木の成長過程と十二支の関連）
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①

②

③

至 目代方面

至 湯野尾

入口桜
　並
　　木

至 富川

バス道（212号線）
至 本野公民館

レインボーロ ー ド

子の公園

子の公園（本野町）

の公園（緑豊の里）…本野町

①① ②② ③③

説明

小
学
校
跡
地
の
緑
豊
か
な
広
場

六
体
の
石
仏
群
が
見
守
る
緑
豊
の
里

子

レインボー
ロードから矢
印の方向に上
がる

電柱の手前を
矢印方向へ左
折

矢印方向へ杉
と桜の並木道
を直進

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
子

木造の祠堂に抱かれ公園を見守る六体の仏像

六体のうちの二体の仏像（後ろは展望台）

ネ
ズ
ミ

ね
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公園駐車場脇にある
トイレと貯水槽

展望台から逆方向を見た
公園広場

桜の並木道を彩る八重桜公園道路を見つめる並木の八重桜満開の公園の桜と道路脇の杉林

◦�十二支公園設置の構想は、市当局の発案で始
まった。国や県、議会の承認を経て平成７年
に完成している。完成記念の一つとしてこの
公園入口右手の山極に碑が建立された。『知
行合一』の文字が刻まれている。
◦�その意味は、知ることも大事だが、行動が伴
わないと何事も成就しないということらし
い。じっくりかみしめたい熟語である。
◦�知行合一の意味に心を寄せ乍らこれが私達の
活動の指針となり、努力目標ともなった。

正面入口を見た公園、
手前が駐車場

公園広場奥にある頑丈な
展望台

1  子
ね

の公園（緑豊の里）……本野町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】

　尋常小学校跡地と言われるこの公園は、こんもりとした山奥にある。公園内には広場もあり
展望台もある。周囲には雑木が繁茂し、平坦な土地も猪が混ぜ繰り返した様が見える。公園内
にも桜があるが、公園までの沿道には桜が並木状に植樹され、桜の花が咲く頃はその美しさが
想像される。広場は、工夫次第で学習広場としても活かされる貴重な場所である。遠足の場所
としても推奨できる。規模の小さい学級遠足や子ども会遠足などを勧めたい。公園の右手山中
には『知行合一』と刻んだ開設記念の石碑があり、展望台奥には六体の仏像が鎮座する屋根付
きの祠堂もあって、由緒ある公園である。残念ながら展望台からの景色は期待できない。見所
が何カ所もあって巡るのも意義がある。

「知行合一」の碑
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①

②

③

丑の公園（大場町）

至 

１
８
４
号
線（
長
田・白
木
峰
）

公
民
館

岩
屋
口

長
田
川

長
田
川

至 

御
手
水
観
音

丑
の
公
園

の公園（赤岩名水広場）…大場町

①① ②② ③③

林
の
中
を
貫
く
壮
大
な
幅
１
０
０
ｍ
の
赤
岩

岩
間
か
ら
の
石
清
水 

大
岩
を
抱
え
る
藤
の
大
木

丑

橋を渡った正面
が岩屋口公民
館、元瀬々田分
校方面から下っ
た橋から矢印へ

岩屋口公民館
ここから歩い
て５分で届く

川沿いに登る
とすぐ目的地

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
丑

大岩の近くで芽をふいた藤が大木となり、大岩に
寄りかかったように成長している

岩の間から少量の水が
湧き出している

含有鉄分の酸化によっ
て岩が赤くなっている

う
し
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社の後背に雄雄しく立つ大岩

広場先の下り階段付近の大岩と林の中に垣間見える大岩

藤が根付いた大岩の傍に立つ石仏広場の方から見た一段上に建立され
た社（内には仏像が祀ってある）

方向指示板を見て、左手道路を登った
ところに広場がある。（中央付近に社）

◦�藤とは、縄のようにクネクネしたツル状の植
物の総称をいう。マメ科に属している。
◦�４、５月ごろに薄紫色や白色の穂のような花
をつける見応えのある植物である。
◦�赤岩名水公園にあるここの藤は、大きな赤岩
にしがみつくような格好で、岩を抱え込むよ
うに大きく育った大木になっている。根元の
大きさや幹の立ち上がりの素晴らしさ、大樹
に育った全体的な姿に圧倒される。心を揺さ
ぶられるような感動を覚える。

藤が根付いた付近の大岩
スックと立つ姿が格好いい

2  丑
うし

の公園（赤岩名水広場）……大場町　　　【�Ｐ �公園下の道路に２台程可、 WC なし】

　高さ20ｍ、幅が100ｍの赤岩が木々の間から見え隠れして見応えのある場所である。岩が赤
いのは含有鉄分の酸化による。広場横の大岩の付近から藤の大木が繁茂していて、藤の花咲く
季節には訪れたい場所である。根張りから立ち上がりの姿が見事で、周辺の木の伐採など整備
が進めば、大岩や藤の大木の姿が観察可能となり楽しめる。広場の中央付近に社があって公園
らしさを保っており、畳みこまれた岩の間から清水が湧き出している。「名水広場」の名にふ
さわしい風情のある場所である。惜しむらくは水量が少ない。長田・白木峰線から至る橋を
渡った所に岩屋口公民館がある。ここから歩いて辿ることも出来る。５分ほどで辿り着ける。

藤の花【大木・古木】
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①

②
③

レインボーロード
黄色の看板

至
長田

寅の公園（御手水町）

至 

長
田

長
田
川

至 

福
田

至 
福
田

至 

丑
の
公
園

（
御
手
水
観
音
）

寅
の
公
園

の公園（青岩と観音の滝）…御手水町

①①

②② ③③

苔
生
し
た
青
岩 

数
多
い
磨
崖
仏
・
観
音
さ
ま

古
色
蒼
然
た
る
空
間 

流
れ
落
ち
る
「
白
衣
の
滝
」

寅

黄色の看板から少し
登っていく

黄色の看板から矢印方
向へ上がる

方向指示板の方へ上が
ると目的地

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
寅

青岩は苔生した岩を言うが、大岩の葉理に沿って
亀裂（さけ目）が入ったものをうまく利用して積
み上げている。下の石には磨崖仏が線刻されてい
るようである

広場奥に静かに佇む神社 守り本尊の千手観
音さま

と
ら
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�

▲

苔生した青岩の
中に流れ落ちる
「白衣の滝」と
流れ落ちる水が
集まった池の中
を泳ぐ鯉たち

陽に当たって白く
光る「白衣の滝」

▲
十一面観音さま
をはじめ数多く
の地蔵菩薩さん
がまとまって
立っていて見応
えがある

◦�観音霊場として知られるこの地には、参
道左手の岩に線刻された40数体の磨崖
仏がある。技術的にも価値のある彫り物
である。
◦�諫早市内には他に、富川の五百羅漢の磨
崖仏、慶巖寺及び久山の陽刻された
三十三観音の磨崖仏がある。いずれも見
応えがある。
◦�ここの磨崖仏群は、江戸時代を中心に長
年月をかけて彫り込まれたもので、相撲
取り衆の刻名もあり、寄進されたもので
ある。近隣からも遠くからも訪れる人が
多い。

御手水　観音の滝
◦�御手水町にこんもりとした森に包まれた観音霊
場があるが、大杉が聳え立ち、岩峰の大岩から
は滝が流れ、清水が湧き出ていて池を作り、涼
感と静寂感を醸し出して深遠な趣がある。中で
も、流れ落ちる滝は絶え間なく流れ、陽の光を
浴びてキラキラと輝いて見えることから「御手
水白衣の滝」と呼ばれている。
◦�滝の落ちる近所には、十一面観音をはじめ、各
種の地蔵菩薩さんが立っておられ、奥には千手
観音を本尊とする神社が祀られている。このよ
うに、ここは霊験あらたかな観音霊場として知
られ近隣からも遠くからも参詣者が多い。夏場
は、涼を求めてやってくる人も多い。滝に打た
れて心を静める滝行のために訪れる人もいる。

3  寅
とら

の公園（青岩と観音の滝）……御手水町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】

　山岳仏教の霊場として知られるこの公園には磨崖仏がある。岩に刻まれた姿は感動的であ
る。青岩の由来は、苔むした岩の姿からきている。修験場として知られる御手水観音は自然探
索広場ともなっている。14世紀半ばの開山と言われている。奥の方の岩場からは滝が流れ落
ち、「御手水白衣の滝」と呼ばれている。夏は市民の避暑地としても親しまれ、各地からの訪
問客も多い。心を洗う修験場の名にふさわしく、他の公園では見られない霊験あらたかな神域
を醸し出しているパワースポットである。滝の周辺には、十一面観音像や各種の地蔵菩薩さん
が祀られていて磨崖仏と合わせ貴重な文化財である。奥の方の神社には本尊として千手観音や
不動明王が祀られている。

磨崖仏【三十三観音】
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①

②

③

信号機アリ 至諫
早

至
高来
方面

至長
田
み
の
り
会
館

（
長
田
公
民
館
）

国道207号線

長
田
・小
野
道
路

卯の公園（長田町）

国道
207号線

卯の公園

の公園（龍王広場）…長田町

①① ②② ③③

説明

水
の
神
・
雨
の
神 

龍
王
明
神
を
祀
る
広
場

昔
を
物
語
る
田
園
地
帯
を
見
守
る
桜
と
銀
杏
の
大
木

卯

長田・小野線
矢印のように
左折する

長田道路から
入ったらすぐ
を左折する

交差道路を矢
印方向先へ、
近くに卯の公
園がある

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
卯

中央は、雨乞いの神、水の神で知られる「龍王明
神」塔、右手の碑は「長田村義田碑修復記念碑」

ウ
サ
ギ

う
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「龍王明神」と刻まれた塔が
建立され、五穀豊穣を祈り水
田を守っている

田んぼを耕やす機械とエサ
をあさる白サギ

公園そばを流れる川の土手の花園に
きれいに咲いた花

公園そばの水門（水の流れを調整す
る開閉門）

公園周辺の広々と開けた田んぼ。稲
を刈り取った跡の風景

◦�卯の公園の奥の方にこの碑があるが、干拓に
関わった功労者の氏名が刻字されている。諫
早家の子孫だった諫早英雄氏を始め、その関
係者、議員団、篤志寄付者、耕作者など、発
起人の人たちが当時の長田町内会長名と共に
表面に刻まれている。
◦�当時の人たちの新田開発にかける思いや苦労
が偲ばれて頭が下がる思いである。
◦�公園を象徴する龍神は、水の神・雨の神とし
て知られ、龍王明神として祀られている。

公園中央部にどっしりと建
立された碑であるが、碑文
を読むことができない。干
拓完成記念碑と思われる

標柱と後ろの桜の木・水門

4  卯
う

の公園（龍王広場）……長田町　　　【�Ｐ �公園前に２台程可、 WC なし】

　水田地帯として栄えた長田町の五穀豊穣、農作業の安全を祈願し、水の神で知られる龍王明
神の碑が建立され祀られていて、『龍王広場』と言っている。龍は、空に昇って雲を起こし雨
を降らせるという想像上の動物であるが、子どもたちにも、干拓を完成させた先人たちの苦労
に思いを馳せながらその歴史を学んでほしい場所である。昔の田園風景等の写真付きの説明看
板があれば往時の様子を想像し、学習が深まりそうである。
　公園内に栄える桜の木と銀杏の木が季節感を添えている感がするし、桜と銀杏がこの公園の
神木としてその役割を果たしているように思われる。規模の小さい公園ではあるが、管理が行
き届いている。この公園は長田・小野道路のすぐ近くなので見つけやすい。

干拓に関わった功労者の方々がわかる碑
長田村義田碑修復記念碑
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①

②
③

至 小野

店

グラウンド

道路

道路
橋

メタセコイア
（樹木）

〔干拓の里〕

辰の公園（小野島町）

長
田
・
小
野
線（
55
号
線
）

至 

長
田

辰の公園

の公園（赤とんぼ広場）…小野島町

①① ②② ③③ 説明

緑
陰
の
主
役 

生
き
た
化
石
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア

戦
時
中
の
建
造
物
「
大
水
槽
」、
隣
接
す
る
球
技
場

辰

「干拓の里」
道路を直進、
先のＴ字路を
めざす

池田酒店先の
Ｔ字路を矢印
方向へ

辰の公園入口
奥は駐車場

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
辰

蔦はブドウ科の多年性のつる草で葉は秋になると
美しく紅葉する。撮影当時は枯れた蔦が絡まって
いたが今はきれいに取り払われている

公園に隣接する広場は市営ソフトボール場として
広げられ、ソフトボールは４面使える。またグラ
ウンドゴルフも可能で、みんなの集いの広場と
なっている

リ
ュ
ウ

た
つ
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メタセコイア群の手前に花開くユッ
カ。ユッカはユリ科の常緑低木で、
初夏から秋にかけて白い花をつける

公園内では唯一の遊具である。めっ
たに見られないがシーソーを親子で
楽しむ姿を見ることがある

公園内から見えるメタセコイアと運動
広場。ソフトボールが４面使える程
の広さでグラウンドゴルフも楽しめる

◦�中世代（約２千万年前頃）の化石種として知
られていたが、1945年に中国奥地で現生種
が発見された。遺存種（生きた化石）として
有名。
◦�それ以来、世界各地で栽培されるようになっ
た。
◦�諫早市でも長崎国体の折、運動公園をはじ
め、各地の公園や学校などに記念樹として植
えられた。
◦�生育が早く大木に育っていて、夏の緑葉、秋
の褐色葉と、独特の並木風景を楽しませてく
れている。

赤とんぼ
　練習機の愛称。実用機と識別するためにオレンジ色に塗られて
いたことから赤とんぼと呼ばれた。数種の型があるが、主に九三
式陸上中間練習機（中練）と三式陸上練習機（初練）が使用され
た。プロペラや主翼の枠組みなど一部が木製で、複葉（主翼が上
下２枚）の羽根は布張り。戦争末期には実用機が不足したため、
中練が一部特攻機に改良され、250キロ爆弾を積み特攻に出撃し
た。航空機乗員養成所は1940（昭和15）年に飛行場、41年９月
養成所の起工式がそれぞれ行われ、飛行場未完成のまま42年４
月長崎地方航空機乗員養成所は開所した。開所時の所長は藤瀬勝
海軍大佐。飛行場は諫早市小野島町の干拓地の一角を、近くの山
を削りトロッコで運んだ土で埋めて造った。作業には諫早市民、
近隣の村民、学校生徒、長崎刑務所の収容者、朝鮮人など多数が
動員された。

5  辰
たつ

の公園（赤とんぼ広場）……小野島町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】

　小野島町のほぼ中央部に位置しているこの公園は、諫早干拓の内地にあり、点在する十二支
の中でも珍しい公園である。公園の隣接施設として市営ソフトボール場があり、三世代交流広
場として知られ、ソフトボールは、４面が使用可能である。
　小野島には戦時中飛行場が造られ、航空機乗員養成場として練習機が飛び交っていた。実用
機と区別するために、オレンジ色に塗られていたことから練習機は「赤とんぼ」といわれてい
た。戦争末期には特攻要員として飛び立ち、若者の半数が戦死したという。
　公園内にはメタセコイアが十数本植栽されて、緑陰をなしていて癒しの場所である。駐車場
北側の古い貯水槽は、歴史的建造物として価値があり、今の姿で残して欲しい。

メタセコイア（アケボノスギ）

九三式陸上中間練習機（赤とんぼ）

（白岩町有志提供）
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巳
の
公
園

①

②

③

周回道路

溜
池

溜
池キャンプ場

吊り橋
（鉄の橋）

岩戸山（いわどんさん）
天岩戸（あまのいわと）

駐車場

巳の公園（宗方町）

小
野
・
宗
方
線

宗
方
バ
ス
停

の公園（宗方公園）…宗方町

巨
大
な
岩
峰
「
天
の
岩
戸
」、
湖
面
を
泳
ぐ
野
鳥
た
ち

野
外
広
場
の
シ
ン
ボ
ル
「
吊
り
橋
」
と
「
キ
ャ
ン
プ
場
」

巳

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
巳

宗方のバス終点から下がった広場の先に吊り橋が
あり、橋を渡った道を進むとキャンプ場がある

この寺は上の広場（現在
駐車場）付近にあったも
のを現在地に移築したも
ので「痴雲寺」という寺
号で知られている

宗方　痴雲寺堂内

ヘ
ビ

み

①①

②② ③③

大きな家の横から岩戸
山、天岩戸入口

（宗方行きバス道）

宗方溜池横からバス宗
方終点をめざす

宗方バス停（終点）、
溜池周辺が巳の公園
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岩峰への入口付近に清水をた
めた池があり小さな鯉が泳い
でいる

駐車場山手に見える数基の地
蔵さんときれいに咲いた桜

岩峰の一部であるが見る場所によっ
てはさる岩のようにも見える

岩峰は、２つの大岩が重なって出来
たもので「岩

いわどんさん

戸山」と呼ばれている
キャンプ広場から溜池を見た写真。
紅葉したモミジ、周回道路の一部

◦�金比羅山の麓
ふもと

には、大きな岩が重なり合うよ
うにそそり立つ岩峰がある。地域の人はこの
大岩を『いわどんさん』と言って崇めておら
れる。大岩と大岩の間には社が建立されてい
る。
◦�この岩峰を別名「天岩戸」だという説もあ
る。天岩戸は、神話の中の高天原にあるとい
う岩穴の戸のことで、日の神（女神）の天照
大神が高天原を治めていたといわれている。
この伝説に因んでこの公園の岩峰を「天岩
戸」といったと想像される。

バス終点下の広場と遊具。桜
の季節には心が弾む

岩戸山上の広場に咲き誇る桜
には感動を覚える

6  巳
み

の公園（宗方公園）……宗方町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】

　宗方公園の１㎞ほど手前には小野の金比羅山の麓にある「岩
いわどんさん

戸山」の名で親しまれている奇
岩がある。この岩穴や周辺には、いろんな石仏が祀られ、祠もあって訪れる人の心のよりどこ
ろともなっている。「痴雲寺」という珍しい名の寺院がある。元々は駐車場にあった寺を現在
地に遷したという。弘法さん祭も細々と近隣組で行っているという。周辺の桜も楽しめる。桜
の時期は見るところが多く、結構楽しめる場所である。２つの岩峰で出来た穴は、天

あまのいわと

岩戸とい
う話も残っている。
　宗方の２つの溜池には多くの水鳥が泳いでおり、四季折々の自然の景観が水面に映えて美し
い。上の溜池の対岸は、キャンプ場として整備され、自然と一体になれる野外交流広場であ
る。宗方のバス停の先には吊り橋があり、そこを起点として上の溜池の周遊ウォーキングコー
スもあるので、散策コースとして楽しんでみるのも面白そうである。

天
あまのいわと

岩戸（岩
いわどんさん

戸山）
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午
の
公
園

①
②

③

至 小ヶ倉方面

家

公民館

バス停
（終点）

至 小ヶ倉ダム

午の公園（小川町）

墓
所

バ
ス
道

至 

小
栗
小

至 

集
落

夫
婦
木

の公園（平家と大杉の里）…小川町

女夫木の大杉
◦�この地の呼び方に「夫婦木」と「女夫木」の二通
りがあるが、通称は「夫婦木」で通用している。
ここの大杉が、昭和50年に国指定の天然記念物
に指定される時に「女夫木」で登録されたことに
よって「女夫木」が使われたと思われる。大杉は
高さ32ｍ、幹回りが９ｍ、樹齢650年以上とい
う巨木で古木である。
◦�国内でも樹齢、大きさ、樹容、保存の状態などい
ずれも優れているとして指定を受けたもので、昔
は２本の大杉があって、夫婦木の名前になったよ
うである。雷が落ちたということなので、１本に
なったのはそれが原因なのかもしれない。その木
には、根元付近に傷跡がある。倒れないように添
え木で強化されている。大きく育ち、見事な姿で
感動を覚える。

集
落
と
大
杉
の
老
木
・
ダ
ム
を
見
晴
ら
す
公
園
の
丘

落
人
伝
説
を
物
語
る 

近
場
の
山
中
の
安
徳
天
の
碑

午

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
午う

ま

①①

③③ 小ヶ倉集落に向かう道
路の二股道を右手（矢
印の方向）に向かって
墓所をめざす

夫婦木横から右折、ダ
ム方向へ下りる

②②

公民館横の山道を行く
と山中に入る
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公園入口の階段脇にトイレが
ある（ここの広場に１～２台
駐車可）

元々は２本の大杉があったが
雷が落ちて１本はなくなり１
本は傷ついて残ったと思われ
る。キズ跡の根元が痛々しい

東屋付近から夫婦木の大杉と落人伝
説の集落が見える

丸い石組みの土地の中央部に碑が
祀ってある

墓所を下りた広場からツツジが咲く
階段を登ると公園の中心部に辿り着
く（下の広場は駐車可）

◦�源氏に敗れた平氏方の安徳天皇と二位尼の一
行は、九州方面への逃避行を始めます。島原
から有喜を経てこの地に逃れたものの、源氏
の追っ手【伏兵】に殺されます。
◦�夫婦木の村人たちは、石碑を建てて手厚く葬
りました。現在、島原街道筋の森の中に300
ｍ離れて、二つの石碑が建っている。
◦�「安徳天」と刻まれた鳥居の笠木端の石碑が
建立されているが、天皇と銘打つには恐れ多
いとして天で止めて、神名にしたという。

バスの夫婦木終点と大杉
（ここの広場に簡易トイレが
ある）

丸い石組みの場所中央に猿田
彦大神と刻まれた石碑がある
（明治31年建立の文字が読め
る）

7  午
うま

の公園（平家と大杉の里）……小川町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】バス停

　この公園は、平家の落人伝説のある集落の向かい側（西側）に見える丘陵地にある。車は、
国指定天然記念物の「夫婦木」のバス停の大杉の場所から西の方へ50ｍほど下ったところに公
民館がある。ここから山に向かう道路を上って、二股道の右の方を行き、墓所を下る。下り終
えると緩やかな登り階段のある場所が見えてくる。午の公園である。公園周辺のツツジは、手
入れするとツツジ公園として名を馳せることにもなり、集落の樹齢650年以上の大杉、ダムが
展望できる安らぎの場所となりそうである。整備が進めば、遠足の場所としても推奨できるお
ススメの場所の一つとなりそうである。
　集落後背地の山中には、平家方の安徳天皇や二位尼の碑がひっそりと祀られている。

安徳天の碑、二位尼の碑



18

未
の
公
園

①

②

③

至 有喜

早見バス停

旧バス道

旧バス道
公民館

酒屋

海
（橘湾）

至 

天
神

至 飯盛

未の公園（早見町）

国道251号線

早　見　　川

の公園（南風の海浜広場）…早見町

後
背
田
畑
を
守
る
長
い
参
道
を
も
つ
歳
神
社

珍
木
・
老
木
・
名
木
が
誇
り
の 

防
風
林
・
防
潮
堤

未

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
未

漁業を営む人たちの豊漁と安全を祈願するため建
立された。エビスさんが海を見つめておられる

その昔のことである。旧暦10月（神無月）に出雲
に出向いた神を迎える行事（酒盛りをして夜通し
で待つ）で、焚火が元で杜を焼失した。周りの
木々を傷めつけ、焼けてしまって焼け跡を残した

ひ
つ
じ

①①

②② ③③

国道251号線よりゆる
やかにカーブして下の
方に下る

Ｔ字路に差し掛かった
ら右方向へ50ｍ進み下
の方へ下る

右手の公民館、逆Ｓ字
カーブを曲がると目的
地に着く
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大きな石コロのあるこの地は
磯遊びが出来る。釣りも楽し
める

大木に育ったクロガネモチは
諫早の名木の一つでもある

未マークの標示板の後ろに見えるの
はトイレと歳大明神鳥居

荒波から守るためコンクリートで
囲った舟溜りや防波堤の道路の片隅
に置かれたベンチ

歳神社の鳥居付近から見た雲仙方面
（島原半島から天草方面まで見わた
せる）

◦�クワ科の南方系の亜熱帯植物である。
◦�県内でも珍しい木で「諫早の珍木」に指定さ
れ、入口の鳥居付近で見ることができる。
◦�秋には黄赤色の桑の実状の実をつける。食べ
ると甘くておいしく芳しい香りがする。
◦�地区の人は、この実を上等のお菓子という意
味で「ジョウガシの木」と呼んでいる。
◦�木の語源は『和活が油』（かかつがゆ）とい
われているが本当のところは分からない。
◦�大木クロガネモチや古木のアラカシもある。

祭神は歳神で五穀豊穣を祈る
ための神様。江戸中期に建立
し明治以降に整備された。境
内は埋立地である

大木であったアラカシは、老
木となって中ぐらいで倒れ若
い芽が出てきている。名木の
一つだった

8  未
ひつじ

の公園（南風の海浜広場）……早見町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】

　国道251号線から早見集落を下って行くと眼下に海が見えてくる。公民館下の橘湾の海岸沿
いに未の公園はある。十二支の中では珍しく海に面した公園で雲仙岳も遠望できる。
　神社入口の鳥居をくぐって長い参道を行くと、奥の方に歳神社がある。明治時代に整備さ
れ、創建されたといわれている。長い参道は、北西側に広がる田圃を守る防風林・防潮堤の役
割をもっている。この境内一帯には結構大きな樹木が繁茂していて、鳥居付近の珍木「カカツ
ガユ」をはじめ、諫早の名木に指定されている大木に育った「クロガネモチ」「アラカシ」な
どがある。昔、神社が焼失し、周辺の木が焼けただれた。焼け跡を残す木が辺りに数本見つか
る。往時を語る木々は、見応えはあるが、痛ましい。

珍木カカツガユ
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①

②

③

至 上後古場

第二鳥居

基盤の辻
登山道

第一鳥居

土師野尾
バス停

八天岳
登山口

バ
ス
通

飯盛・諫早線

至 江の浦
（41号線）

申
の
公
園

申の公園（土師野尾町）

の公園（天狗と大蔵の里）…土師野尾町

民
話
「
天
狗
と
大
蔵
」
で
知
ら
れ
る
里

八
天
狗
の
大
鳥
居
、
土
俵
、
聳そ

び

え
た
つ
大
銀
杏
の
木

申

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
申

正面は八天狗さん、右手を登ると土俵広場。左手
の長い階段は八天岳登山口

土俵を見おろす紅葉した銀杏の大木とモミジ

さ
る

①①

②② ③③

飯盛線土師野尾バス停
前の第一の鳥居をくぐ
る

バス道脇の第二鳥居を
くぐって進む

曲がりくねった道を山
中に入る。先に申の公
園がある
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土俵広場の上段に育った銀杏
とモミジの大木。静かに土俵
を見下ろしている

公園入口手前の駐車スペース
にある。木の根元に祀られて
いる「草積みさん」と呼ばれ
る観音さんがおられる

八天狗第三の鳥居は３つの登り口が
見られる特徴的な場所である

三方に分かれる階段の中央階段は八
天狗と刻んだ笠木片が中段に建てら
れ、記念碑が上段に建立されている

３つの階段の左の長い階段は、八天
岳登山道の入口である

◦�この地は民話の里で知られる地域である。
◦�「日本昔ばなし」のテレビ番組でも紹介され
たが、この地で生まれた稲妻大蔵はすくすく
大きくなって仕事の手伝いをよくした。
　�八天岳に住んでいた天狗と出会い、それから
相撲をみっちり教えてもらったという。
◦�メキメキ強くなり、江戸相撲で大活躍して有
名になって帰ってくるという話である。
◦�大銀杏が見下ろす申の公園内には大きな土俵
があって、昔ばなしを物語っている。

土俵広場を強固なものにした
周囲の石垣。しっかりとした
堅固な石積みである

中央階段を登った所から見た
第三鳥居の裏側と公園入口

9  申
さる

の公園（天狗と大蔵の里）……土師野尾町　　　【�Ｐ �公園下に３台程可、 WC なし】

　その昔、江戸相撲で活躍したと伝えられる稲妻大蔵の生まれた地で、幼少の頃にこの地で農
作業を手伝いながら近くの八天岳に住んでいたといわれる天狗に相撲を習い、鍛えてもらい大
相撲でも活躍したという民話が残っている。テレビの日本昔話でも放映されたことがある。八
天岳の麓の第３の鳥居をくぐって石段を右上に上がるとそこには土俵があり、平成の時代あた
りまでは地域の人々が実際に相撲を奉納し、子供たちの相撲大会もあっていて、相当に賑わっ
ていたようである。この鳥居の左手側の階段から登っていくと八天岳の頂上に着く。広場には
四股を踏んだ足跡といわれる穴が広場の中に４つ残っている。頂上からは、以前橘湾がきれい
に見えたが、今は見えにくい。登山途中には丸い３つの岩が重なったゴットン岩と言われる奇
岩もある。

土俵
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①

②

③

長崎自動車道信号機
アリ

信号機
アリ

酉
の
公
園

酉の公園（津久葉町）至 

久
山
台

至 

田
結

Ｐ

津
久
葉
道
路

久
山
花
ノ
木
線

至
 小

ヶ倉ダム

の公園（蔦
つた

木の森）…津久葉町

中
核
工
業
団
地
の
農
業
・
工
業
繁
栄
を
祈
る
稲
荷
神
社

荘
厳
な
林
立
赤
鳥
居 

安
ら
ぎ
の
和
風
庭
園
風
景

酉

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
酉

林立赤鳥居の階段を登り詰めたところにある「中
核稲荷神社」

石段を登ると野面積みの石垣と東屋があるが、そ
の先に赤鳥居が見えてくる

と
り

①①

②② ③③

久山・花の木三叉路か
ら次の信号機手前を右
折

通行止めの所から矢印
方向が駐車場

駐車場先の小橋の先が
酉の公園案内鳥居
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池の見える平らな石の上から
見た林立する鳥居。池に映え
る鳥居とのコントラストがお
もしろい

後背をつけたきれ
いなお顔の観音菩
薩さま

き れ い な お 顔、
スックと立ったき
れいな容姿の観音
さま

大
木
に
育
っ
た
樹
木
の
傍
を
登
っ
て
い

く
林
立
し
た
赤
鳥
居
が
続
く

稲荷神社特有の赤い鳥居が森の中を
林立して登っている

公園入口の大鳥居とその先にある
48基の赤い鳥居

◦�京都の伏見稲荷大社が有名だが、鳥居が朱色
なのは、中国から伝わった風習で朱が厄除け
や疫病除けの意味があるかららしい。
◦�中核稲荷神社の赤鳥居は伏見には、数こそ及
ばないが見応えがあり感動的である。階段も
ゆうに100段を超えるのではないかと思われ
る。全体的にもこの地は古色蒼然とした趣が
漂っていて昔から由緒ある場所だったと思わ
れる。
◦�公園全体も静かな和風の佇まいである。

しっかりとした姿で続く林立
する赤い鳥居。池の水面に映
える赤い鳥居

後背をつけた観音
菩薩さま、公園全
体を見守っておら
れる

�  酉
とり

の公園（蔦木の森）……津久葉町　　　【�Ｐ �アリ、 WC は古い簡易トイレ】

　この公園は、中核工業団地の中でも奥まった山間地に位置している。大鳥居をくぐると48基
の赤い鳥居が林立し、上り詰めた広場に「中核稲荷神社」が創建されている。諫早地方では高
城神社境内にもみられるが、この林立赤鳥居には圧倒される。中核稲荷神社は、五穀豊穣や商
工業繁栄を祈願する神社である。地域の人たちが心を込めて祀っておられる。この公園内に
は、流水を利用した池があり、鯉が泳ぐ。池には、大きい鯉の姿を10匹程見ることが出来る。
見ていても楽しい。見る場所や時間等にもよるが、鯉の池に映える赤い鳥居は、また趣があ
る。ここには和風庭園様式を採り入れた風景が広がり心和むふれあい広場となっている。公園
内の中段には東屋や広場、石段があって風情のある場所といえる

稲荷神社と鳥居
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①

②

③

城山

国
道
34
号
線

長崎
本線

信号機
アリ

拓どん（
うどん店

）

旧道

駐車
場

社務所

戌
の
公
園

戌の公園（久山町）

稲
荷
神
社

年
神
社

１
３
８
号
線

久
山
・
田
結
線

の公園（久山城山公園）…久山町

中
世
時
代
、
大
村
湾
に
睨
み
を
利
か
せ
た
松
浦
党
の
山
城
跡

由
緒
あ
る
年
神
社
・
稲
荷
神
社
を
擁
す
る
城
山
山
麓

戌

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
戌

松浦党の山城跡（本丸跡）と思われる広場である。
緊急時には武装した集団が集まる。周辺には武者
走り跡や曲輪跡がある

兄弟神として知られる「大年神」と稲荷神社の「御
祭神」であるが、同じ境内に祀られている

い
ぬ

①①

②② ③③

うどん店（拓どん）裏
手の参道入口の鳥居

年神社登り口の階段 年神社境内横の登り口
（20分程度で頂上に至る）



25

久山年神社の御祭神『大年
神』と久山稲荷神社の御祭神
とは兄弟神と伝えられてい
る。久山の神社は、年の字を
大事に使っていて、幟旗には
ほとんどこの字を使っている
が、ここの大鳥居には「歳」
の字が刻まれている

桜の花が見下ろす「年神社」と境内青色の幟旗がはためく「年神社」の
境内

頂上近くの桜の花咲く樹間から見え
る久山台の町並み

◦�ある年のこと、稲の害虫発生に困り果て、住
民一同でご神霊を勧請して祈願したところ被
害が治まり、宮の元に神社を創建したとい
う。その後も堤防が決壊する被害があり、海
で祈願したところこれも治まった。これが元
になって五穀豊穣の神であるのにも拘らず、
ここの御神体は、船形の御神座に乗っている
大変珍しい様式となっているようだ。
◦�昭和年間に社殿建設、大改修が行われ、現在
に至る。屋根部分の形がおもしろい。
◦�城山の頂上には、五穀守護神塔が建立されて
いる。諫早は古くから穀倉地帯であったとい
われているのでそのことと関りがありそうで
ある。五穀豊穣の神として年神社と共に祀ら
れているものと思われる。

年神社の幟旗が社務所前から
神社本殿まで続いている

久山城は中世山城
と伝えられ、松浦
党の山城として築
城されたもので、
高城（諫早公園）
を凌ぐ規模で、諫
早最大の山城と言
われている。本丸
から二の丸、三の
丸、曲輪、武者走
り等があったらし

く石垣を多用した壮大な山城だったと想像される。大村湾を見
渡す場所として、この城は大村湾全体に睨みを利かせた海路確
保上の重要な一大拠点だったということができそうである

�  戌
いぬ

の公園（久山城山公園）……久山町　　　【�Ｐ �、 WC アリ】

　久山の城山にあるこの公園は諫早市西部の城山の高台に位置し、頂上からは西陵高校をはじ
め急速に宅地化が進んだ久山台の市街地が一望できる。北の方向には大村湾が垣間見え、中世
時代に松浦党がこの地に進出し、大村湾に睨みをきかせた要所として山城が築かれたらしい。
（戦国時代初頭の西郷氏の資料の中の十の支城の中には久山城は入っていません。）
　麓には文禄年間に創建された「年神社」や明治時代に創建されその後再建された「久山稲荷
神社」がある。年神は、五穀豊穣・商売繁盛はもとより家庭に幸せをもたらす神でもあり、こ
の地は歴史的にも謂れのある場所なので寄ってみるのも意義がある。
　城山の山頂までは、年神社境内にある登り口から約20分程度で辿りつける。

久山年神社と五穀守護神塔

二の丸？ 集石遺構

空堀

曲輪

曲輪

石垣

本丸跡
武者走り

武
者
走
り

石垣

空
堀

十
塁
石
塁

石
塁武者溜り
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①

②

③

至 鈴田峠

万十屋アリ
自販機アリ

至 本野公民館
（ふれあい会館）至 諫早市街バイパス

広場アリ

信号機
アリ

212号線

大
村
線

国
道

34
号
線亥

の
公
園

亥の公園（下大渡野町）

の公園（諫江見渡しの丘）…下大渡野町

古
代
を
偲
ぶ
神
武
天
皇
の
石
碑

垣
間
見
え
る
諫
江
見
渡
し
の
丘 

桜
の
名
所

亥

地
域
の
宝

『
十
二
支
公
園
』
亥

この広場を活用して昔は神武さん祭りがあり、観
客席と相まって相当賑わっていたものと想像される

昔は神武天皇の石碑の前へ至る広場で“神武さん
祭り”という行事が行われていたと思われる

イ
ノ
シ
シ

い

①①

②② ③③

34号線鈴田峠手前を左
へ登る

四叉路を矢印方向に
登っていく

配水池のフェンス近く
からゆっくり下っていく
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亥の標識のある公園広場であ
るが昔は祭りを楽しむ人たち
の憩いの場所と思われる。今
では桜を楽しむ場でもある

「神武天皇遙拝」と読み取れ
る。遙拝とは遠く離れた所か
ら拝礼するという意味らしい

右側の登り階段（矢印）から広場へ
出て「神武さん祭り」は最高潮に達
したものと思われる

神武さん関係の厳かさと桜の花の華
麗さとが対照的に感じられる風景と
して大変おもしろい場所である

老若の桜が数本あり、桜の時期は花
一杯となり楽しむ場所としてはすば
らしい所である

◦�初代天皇として知られる神武天皇は、神話の
世界で「神武東征」として説明される。
◦�九州を出発して中国地方の各地に滞在しなが
ら東に向かい、途中荒ぶる神々を服従させ大
和を平定した。後、天皇として即位して、天
下を治めたという話の中に登場する。
◦�神武天皇と亥の公園との関りを訪ねて回った
が、遂に解らず仕舞いに終わった。風観岳の
支石墓に関わる稲作渡来民との関係があるの
かもしれないと考えたが、よく分からなかっ
た。

神武天皇碑が明治33年、記
念祭碑が昭和54年とあるの
で、およそその間が100年と
解される

経路②の曲り角付近に祀られ
ている薬師如来と思われる観
音菩薩さん。集落の人たちが
手厚く祀っておられる
ようだ。

�  亥
い

の公園（諫江見渡しの丘）……下大渡野町　　　【�Ｐ �、 WC は簡易トイレ】

　下大渡野地区は諫早の母なる川、本明川の源流に近い本野町の南部にあり、支石墓群（ドル
メン）で有名な風観岳の中腹付近に位置しているのがこの公園である。
　この地からはすそ野に広がる田園地帯が一望できる所であったといわれているが、今は樹木
が繁茂して見えにくい。桜の木が数本あり、桜の季節は心和める場所である。
　以前は、この地で地元の人たちによる「神武さん祭り」といわれる祭りが実施されていたら
しく結構賑わっていたという。周辺地域の人たちの交流の場であったらしい。公園の裏側に廻
ると「神武天皇」の大きな石碑が建立され、手厚く祀られている。草地がよく刈り込まれ、ハ
イキングにふさわしい安らぎの公園と言える。

神武天皇碑

➡
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の公園（琴ノ尾公園）…多良見町

頂
上
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
、
大
勢
で
遊
べ
る
大
広
場

急
変
を
知
ら
せ
る
烽の

ろ
し火

台
、
昔
を
語
る
学
習
広
場

乾

乾

山頂の琴ノ尾神社、どっしりとした鳥居の奥に二
基の厨子がある。右側が普賢菩薩で、左は琴ノ尾
大神が祀ってある

山頂から下った斜面にある「のろし台」の跡であ
る。石組で丸っこい台はよく整備されている。焚き
口（風穴）が見える

イ
ヌ
イ

け
ん

①①

②②

③③

33号線の峠のトンネル
を過ぎてすぐに右折す
る。琴ノ尾岳の標識も
ある
（①は地図上にない）

この道は旧道でもある
三叉路を左折すると琴
ノ尾岳に至る
（②は地図上にない）

烽火台跡に向かう場合
の駐車場付近。数台
可能。Ⓟ内の道路脇を
下ると烽火台跡に着く

地
域
の
イ
チ
オ
シ

『
四
支
公
園
』

琴ノ尾公園
琴ノ尾岳

駐車場

長与との境界線

境
界
線

駐車場

烽
のろ
し

火台
跡

WC

多良見町　佐瀬

③
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道路脇の絶好ポイントから見
えた大村；長崎空港。遠景は
多良山系

正式和名は「シャシャン
ボ」という。大木に育った
シャシャンボ（ツツジ科の
仲間）の群落には圧倒され
る

のろしを上げる木材に火を付ける焚
き口と思われる。風穴でもあるので
一気に燃え上がるのであろう

この広場は、スポーツが楽しめる。
サッカーやソフトボールなど工夫すれ
ばいろいろな遊びができそうである

石造りの厨子なので重厚な感じがす
る。右側には普賢菩薩、左側には琴
ノ尾大神が祀られている

◦�琴ノ尾岳の烽火（ほうか）台は、登山道路の
途中の斜面にある。烽火台跡は石組みで原型
を良くとどめている。火入れ口が３カ所あ
り、火入れ口は風の通り道（風穴）でもある。
◦�長崎に異変が起こったときには、長崎の烽火
山（ほうか山）から受け継いで平戸の方へ通
報する仕組みになっていた。ところがその機
能が十分に発揮できず廃止されてしまった。
廃止された以降は、狼煙（のろし）に変わっ
て飛脚が走って通報したという。
◦�江戸時代急変を知らせるために建設された琴
ノ尾「烽火台」の総構えである。写真の中段
右側に焚き口（風穴）が見える。

のぞみ公園の桜の季節の公園
入口。花一杯で美しい。園内
にもいろんな施設がある。子
どもから大人まで楽しめる

のぞみ公園内には遊戯広場をは
じめゲートボール場、パターゴ
ルフ場、ローラースケート場な
どがあり、会館内には展望浴場
などもある

�  乾
いぬい

の公園（琴ノ尾公園）……多良見町　　　【�Ｐ �、 WC �公園内の駐車場奥】

　琴ノ尾公園は、長与町との境界にある琴ノ尾岳（451ｍ）の頂上付近にある。山頂一帯は整
備されており眺望がすばらしい。大村湾や多良山系、長崎空港等が遠望できる。山麓は一面の
ミカン畑が広がっていて実りの秋には斜面一帯をオレンジ色に染め上げる。また、山頂には琴
ノ尾神社が祀ってあり、どっしりした鳥居の奥には厨子二基がある。普賢菩薩と琴ノ尾大神が
安置されている。山頂付近の傾斜地には、「琴ノ尾岳狼煙（のろし）場跡」がある。現在残っ
ているのろし台は、整備され学習の場としてふさわしい。わかり易い説明板もあるので参考に
なる。また、頂上から一段下がったところに大きな広場がある。ソフトボールやサッカーがで
きる広さは十分あるので、工夫次第ではいろいろな遊びが出来そうである。景色も上等である。

烽火台跡

➡
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の公園（月の丘公園）…飯盛町

温
泉
施
設
・
豊
富
な
遊
具
を
誇
る「
月
の
丘
公
園
」

利
用
者
多
数　

体
育
館
・
運
動
広
場
・
テ
ニ
ス
場

坤

地
域
の
イ
チ
オ
シ

『
四
支
公
園
』
坤

遊具広場から見た体育館・テニス場・運動広場、
右手に相撲場、手前右手の白屋根はトイレ、黄色
い施設はローラースライダー

この道路脇の桜並木は長崎海洋気象台の開花より
早めに咲く、早咲き桜である（４／３撮影）

ヒ
ツ
ジ
サ
ル

こ
ん

①①

②②

③③

飯盛東小学校下の信号
を右折して、北方向に
向かい、三叉路を左折
する

道路右手の桜並木を進
むと公園への東入口が
見えてくる

温泉入口の北口から直
進すると公園の駐車場
が見えてくる

① バ
ス
道
路

バ
ス
道
路

②
③
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象さん型のク
ネクネすべり
台、すべり始
めると体がく
ねっておもし
ろい

登り階段中段
からの波型す
べり台。波状
に浮く感覚が
楽しい

象さん型すべ
り台の登り
口、右側はイ
ボイボの突起
を登る。左側
は積み木状の
階段を登る

遊具施設屋上
のテント型遊
具トランポリ
ン。一番人気
のようである

象さん型裏側
のすべり台。
幼少期の子ど
もには最適。
（右側に積み
木状階段があ
る）

屋上から下り
てトンネルを
通ると地上ま
でたどりつく

遊具広場への
登り階段横の
モグラトンネ
ル。網目状の
トンネルをも
ぐって登ると
結構楽しい

遊具施設の黄色
屋根の出発地点か
ら始まるローラー
スライダー。ゴロ
ゴロゴロと楽しく
滑れるのでおもし
ろい

東入口から少し登った所の
ツツジの花が咲き始める頃
に桜広場の花がよく見える

桜の木の下の道は桜広場
へ、右側の道は登り詰める
と芝生広場、別名ピクニッ
ク広場で舞台もある

アジサイ園は結構広く、花
が咲く季節には楽しめる場
所である

第２展望台周辺のモミジ。
紅葉したモミジの中に第２
展望台の姿が見える

◦�このモニュメントは、自然と人々が共生して
いくためのシンボルとして建てられ、緑豊か
な木々に囲まれて光り輝いている。太陽から
のエネルギーと海と山に吹く風からのエネル
ギーを大きく取り込み、『太陽』と『風』の
恵みを感じ取ってほしいという願いが込めら
れている。訪れた人びとの幸せを願いながら
高台の上から見守り続けている。
◦�月の丘は、公園の隅々まで自然の恵みがふん
だんに散りばめられていて、花と緑と遊具と
が皆さん方のおいでと触れ合いを待ってい
る。
◦�健康寿命の延伸にも役立つ施設も揃ってい
て、各所にある運動施設で心身を鍛え、温泉
で体を癒す場所ともなっている。丘の上にそ
そり立つモニュメントは、このような思いを
込めたものといえよう。

�  坤
ひつじさる

の公園（月の丘公園）……飯盛町　　　【�Ｐ �、 WC �遊具施設下に十分ある】　　　

　公園の遊具施設には、テント型のトランポリン、ローラースライダー、赤鼻の象を連想させ
る体がくねる滑り台など、コンビネーション遊具が揃っている。子どもを飽きさせない工夫が
あり、子どもにとっては楽しみ一杯の場所である。心弾む集いの公園で、休日は結構賑わって
いる。
　この園の近場には、自然散策コースが何コースもある。森林浴、四季折々の種々の花見、風
の香りを感じ、鳥のさえずりを聴くなど心癒しの場所が揃っている。中でも桜の季節、梅の季
節、ツツジの季節、紫陽花の季節、紅葉の季節などおススメである。高台には展望台もあり、
干拓なった開平野の眺めが堪能できる。
　体育施設としても豊富で、体育館ではバスケの利用者が多く、４面あるテニスコートは利用
率も高い。広い運動場は、野球が特に土日祝日は利用者が多い。温泉施設も待っている。（歩
行湯もある）

風と太陽の塔（モニュメント）
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た
つ
み

せ
ん の公園（五穀公園）…森山町

祭
神
「
八
大
龍
王
」
並
び
立
つ
五
基
の
五
穀
さ
ん

広
大
な
諫
早
平
野
を
見
渡
す
大
パ
ノ
ラ
マ
展
望
台

巽

巽

展望台下からの眺望。遠景は有明海、中景は諫早
湾と三ツ島の一つ、手前には干拓地が見える

この広場には車数台は
駐車可。階段下の先の
方からは干拓地が見え、
その歴史などの説明板も
ある

この石段を登り詰めると
小さい広場があり、五穀
さんと呼ばれる石碑が
五基、整然と並んで祀
られている

タ
ツ
ミ

そ
ん

①①

②②

③③

森山愛野を走る57号線
でＹ字路を矢印方向へ
入る

しばらく行くと交差道
路が現れるので山手の
方へ向かう

ゆっくり登っていくとＴ
字路が出てくる。山手
に向かう

①①

②②

③③

干拓

梅野
公園

五穀岳

釜の鼻駅

島原鉄道
国
道
57号
線

五穀公園

至諫早

至島原

いさはや
ひがしこうまえ

田尻

地
域
の
イ
チ
オ
シ

『
四
支
公
園
』

57号線57号線
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八大龍宮と刻まれたこの塔は整列す
る五穀さんの一番手前（左側）に建
立されている。見渡せる干拓地の五
穀豊穣と人々の幸せを願っておられ
る

多良岳から諫早湾、雲仙岳まで見渡す大パノラマは諫早干拓地全貌を観望で
きる展望台が建設されている〔この写真が冊子（ガイドブック）の表紙に採
用されました〕

◦�諫早干拓は、陸地方面から徐々に沖合に向かって、干拓工事が行われ
た。江戸時代から始められた干拓は、新田開発の目的に叶う唯一の方法
であった。時の領主にとっては、重要な課題であったと思われる。昭和
の後期頃になると機械が発達して干拓工事もどんどん進み、中央干拓地
は大きく広がったが、予定していた先端部までは干拓は行われず、上の
地図でも分かる通り森山地区の干拓地（ピンク色）の湾沿い並みに、今
のような干拓地の形に干拓が進んだ。（地図の右側の干拓の進み具合がわかる色別表
にも注目して学習の参考にしてください。）

◦�養殖業としてのカキやアゲマキなどの歴史にも、浮き沈みがあったよう
である。養殖開始当初からカキ養殖の増産に力を入れたが、減退の一途
をたどったといわれている。カキ養殖は最近また復活し、ブランド商品
が生産されるまでに成長している。商品名は華漣（かれん）という名で、
注文があれば全国各地へ送ることが出来るということである。

南北に並び、東向きに整列さ
れた五穀さんたち。一番手前
が八大龍宮塔である

ツツジの花の合間に広がって
いる森山の干拓平野

�  巽
たつみ

の公園（五穀公園）……森山町　　　【�Ｐ �アリ、 WC は駐車場手前の左手にアリ】

　釜ノ鼻駅前の国道57号線を愛野方面へ行った所のＹ字状道路を右方向に暫く行くと梅野公園
からの交差点に辿り着く。山手に上る道を選んで登っていく。三叉路から山手に向かっていく
とほどなく五穀公園の駐車場に辿り着く。石段を登り詰めた山頂に五穀さんが五基、南北に立
ち並び東向きに整然と建てられている。一番左側の石祠内に八大龍宮と刻まれた石碑がある。
八大龍王は、水の神、雨乞いの神で五穀豊穣を願い農業者の安全祈願をする神である。五穀さ
んは古くは文化年間建立、次いで天保年間・安政年間と続き、南北方面に整然と並んで建てら
れている。
　展望台からは、多良岳を背景に広がる干拓の歴史を物語る諫早平野全体が眺望できる。また
諫早湾を遠望する田圃や、雲仙の峰に抱かれる愛野方面まで広い範囲を見渡すことができる。

【諫早干拓の歴史】

➡

干拓の歴史（色別年代）

平　　　成 茶　色
（中央干拓地）

昭　　　和 ピンク色
明治・大正 黄　色
150～200年前 緑　色
200～300年前 青　色
300年以前 黄土色

小江
堤防

前
面
堤
防中

央
干
拓
地

中
央
干
拓
地

諫早湾

干拓の里干拓の里
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996ｍ
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ード）
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シャクナゲ
群そう
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高原

相思相愛
の木

轟の滝から

黄金の木
（ヒメシャラ）

シャクナゲ

千年紅葉 観音滝

広域林道
（グリーンロー

ド）

駐車場
大渡橋

銀
鈴
渓

シャ
クナゲ

林道

 � 「高来町」「高来町」イチオシ公園 ①しゃくなげ高原①しゃくなげ高原 � ②銀鈴渓ルート「森林浴の森と渓流」②銀鈴渓ルート「森林浴の森と渓流」

艮
ウ
シ
ト
ラ

こ
ん

☀白木峰を通り青少年自然の家を過ぎると多良岳広域林道と交差。右折して、修多羅の森公園を通過すると間もな
く「しゃくなげ高原」の看板が見えてくる。
☀遊歩道も広く整備されていて、諫早湾や雲仙岳を望む展望も素晴らしい。
☀世界に1000以上の種類がある中［ツクシシャクナゲ］が最も美しい名花である。
☀花期（４月下旬～５月上旬）濃い桃色の蕾からしだいに淡い色に変化していく様子も見応えがある。
☀「ツクシシャクナゲ」はシーボルトにより世界に紹介された。
☀近くの道端では、めずらしい草花もいろいろ見つけられて楽しい。

☀轟の滝駐車場を通り過ぎて登っていくと、「大渡橋」がある。
☀橋の少し手前、道端の山手に「相思相愛の木」、河原に「銀鈴渓」がある。
☀河原に降りると、岩盤の間を爽やかな音色の川が流れていて心地よい。
☀橋を渡った所の駐車場に説明板がある。
☀そこから上流一帯が原生林でヒメシャラ・イロハモミジ・ケヤキ等多くの巨木・珍
木があり、静寂で散策しやすく森林浴の絶好の場所となっている。
☀地元有志団体の植栽による「シャクナゲ」は、みごとな花園となることだろう。

多良岳広域林道沿い

【 Ｐ  有り、 WC （修多羅の森）】

轟渓谷上流の「大渡橋」辺り

【 Ｐ  、 WC 有り】

花のつくり（ツツジと比較）単独シャクナゲ

象岩とシャクナゲ

木漏れ日に照らされ黄金に輝く木肌 鉢巻きとハートの文様

黄金の木「ヒメシャラ」

巨木・珍木の森 清流の森
銀鈴渓（滝）

相思相愛の木

愛の連理は強い絆で手をつなぐ

滝の音が銀の鈴のように聞こえる

ムサシアブミ

ヒヨドリジョウゴ

フユイチゴ

イロハモミジ

大岩と大木

道端の草花

白花シャクナゲ

アラゲキクラゲ

二見の滝

夫婦滝

岩たばこの花

薬草岩たばこ
湿った岩場に群生して生え
る多年草でたばこに似た葉
を持つ。葉は冬になると丸
まり、小さな塊状になる
が、春になると再びひら
く。６～８月頃に紅紫色の
美しい花をつける。

☛散策案内については〔銀鈴渓ルー
ト散策マップ〕のくわしいパンフ
レットがあります
☛「山ガイドとどろき木霊の会」に
よるトレッキング案内も可能

（発行、申込み：諫早観光物産コンベンション協会）
　TEL . 0957-22-8325

ヌメリツバタケ

黄金キクラゲ

①①

青少年自然の家
を右手に見て矢
印方向へ直進

広域林道と交差
したら右折して
林道へ

②②

白い花
６月中旬

「相思相愛の木」
☀�２本の山茶花の枝が手を繋ぐよう
に連結している。
☀�「接木をする時、樹皮の下にある
形成層の細胞同士を接して固定し
ておくと、自然に木が繋がる」そ
れが自然界で起こった極めて珍し
い現象。中国の玄宗皇帝と楊貴妃
との愛を「連理の枝」と例えた故
事に因んで名付けられた。
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☀白木峰を通り青少年自然の家を過ぎると多良岳広域林道と交差。右折して、修多羅の森公園を通過すると間もな
く「しゃくなげ高原」の看板が見えてくる。
☀遊歩道も広く整備されていて、諫早湾や雲仙岳を望む展望も素晴らしい。
☀世界に1000以上の種類がある中［ツクシシャクナゲ］が最も美しい名花である。
☀花期（４月下旬～５月上旬）濃い桃色の蕾からしだいに淡い色に変化していく様子も見応えがある。
☀「ツクシシャクナゲ」はシーボルトにより世界に紹介された。
☀近くの道端では、めずらしい草花もいろいろ見つけられて楽しい。

☀轟の滝駐車場を通り過ぎて登っていくと、「大渡橋」がある。
☀橋の少し手前、道端の山手に「相思相愛の木」、河原に「銀鈴渓」がある。
☀河原に降りると、岩盤の間を爽やかな音色の川が流れていて心地よい。
☀橋を渡った所の駐車場に説明板がある。
☀そこから上流一帯が原生林でヒメシャラ・イロハモミジ・ケヤキ等多くの巨木・珍
木があり、静寂で散策しやすく森林浴の絶好の場所となっている。
☀地元有志団体の植栽による「シャクナゲ」は、みごとな花園となることだろう。

多良岳広域林道沿い

【 Ｐ  有り、 WC （修多羅の森）】

轟渓谷上流の「大渡橋」辺り

【 Ｐ  、 WC 有り】

花のつくり（ツツジと比較）単独シャクナゲ

象岩とシャクナゲ

木漏れ日に照らされ黄金に輝く木肌 鉢巻きとハートの文様

黄金の木「ヒメシャラ」

巨木・珍木の森 清流の森
銀鈴渓（滝）

相思相愛の木

愛の連理は強い絆で手をつなぐ
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大岩と大木

道端の草花

白花シャクナゲ

アラゲキクラゲ

二見の滝

夫婦滝

岩たばこの花

薬草岩たばこ
湿った岩場に群生して生え
る多年草でたばこに似た葉
を持つ。葉は冬になると丸
まり、小さな塊状になる
が、春になると再びひら
く。６～８月頃に紅紫色の
美しい花をつける。

☛散策案内については〔銀鈴渓ルー
ト散策マップ〕のくわしいパンフ
レットがあります
☛「山ガイドとどろき木霊の会」に
よるトレッキング案内も可能

（発行、申込み：諫早観光物産コンベンション協会）
　TEL . 0957-22-8325

ヌメリツバタケ

黄金キクラゲ
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を右手に見て矢
印方向へ直進
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したら右折して
林道へ

②②

白い花
６月中旬

「相思相愛の木」
☀�２本の山茶花の枝が手を繋ぐよう
に連結している。
☀�「接木をする時、樹皮の下にある
形成層の細胞同士を接して固定し
ておくと、自然に木が繋がる」そ
れが自然界で起こった極めて珍し
い現象。中国の玄宗皇帝と楊貴妃
との愛を「連理の枝」と例えた故
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 � 「小長井町」「小長井町」イチオシ公園 毘沙天岳公園毘沙天岳公園

艮
ウ
シ
ト
ラ

こ
ん

☀国道207号線を佐賀方面へ進み、県境手前の「釜」バス停のY字路を「遠竹小学校」の標柱を
目印に左折する。さらに100ｍ程先を左折して小学校門前を通り過ぎ300ｍほど進むと登山道入
口に到着する。（右側に広い駐車場がある。）山道は舗装されていて登りやすい。

☀登山道を10分程登ると登山道と交差する道路がある。さらに５分程で広場がありベンチで休憩でき
る。階段を10段ほど登ると頂上「一番岳」に到着。石垣台座に毘沙天さんが祀ってある。有明海を通
る船の航路目標や蟹かご・カキ棚の位置を知る三角点の目印となっている。
☀広場に戻り、左へ10ｍ程進むと大岩の「二番岳」。金比羅さんの石碑がある。大岩の上からは、眼下
の柳新田や有明海・雲仙岳の眺望がすばらしい。左方面には竹崎島も見える。

☀山道添いには、板状溶岩（岩脈）を利用した大きい石碑が並んでおり、春には桜の花で埋まる。
☀裾野には、竹崎街道が通っており、中世の山城跡や一族の墓所２カ所もある。

·登山道入口に［駐車場］
·中腹の桜公園に［トイレ］

◆頂上（一番岳）の毘沙天さん ◆二番岳�からの展望（雲仙岳）

（右上の地形図）

ハハ

ロロ

裾野の竹崎街道山道沿いの桜 板状の石碑群二番岳頂上

艮

小長井富士（高さ161ｍ）

イイ

国
道
国
道

国道207号線のバス停釜
Y字路の左手を直進

矢印のように左折して
ガード下を通る

左折すると登山道入口
（入口の横が駐車場）
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☀毘沙天岳は【火山の噴火】で出来た山

柳新田付近（？）でマグマ
水蒸気爆発（噴火）が起
こる。地形図の①の場所
（柳新田）

出来るまでの『イメージ図』� ～�今から、およそ300万年ほど前�～

柳新田（火口跡？）

大量の火山噴出物（スコ
リア）が北寄りに積もっ
て山の原型が出来る。地
形図の②の場所でその一
部を観察できる。（登山道
入口の逆方向20ｍ付近）

「スコリア層」

その後、三方向に割れ目
が出来て地下のマグマが
上昇してきた。（岩脈）
地形図③の場所（登山道
を暫く登った左側の広
場）

「岩脈」（板状溶岩）

長い間風雨の浸食を受けて
岩脈が三方向の尾根となり
現在の毘沙天岳となった。

「竹崎島」（同じ頃出来た海底火山島）

●フルーツバス停

国道207号線

国道207号線

長崎本線（高来・小
長井方面）

長崎本線（高来・小
長井方面）

漁協
直売店

噴
火
の
跡
を
探
し
な
が
ら

噴
火
の
跡
を
探
し
な
が
ら

　
　
登
っ
て
み
よ
う
！

　
　
登
っ
て
み
よ
う
！

竹崎島①① ②② ③③ ④④

「毘沙天岳の３方向に出ている黒の太線は岩脈（板状溶岩）」

《柳新田を火口とするマグマ水蒸気爆発［噴火］による火山》
との説がある。

1 4
3

2

イ ロ

毘
沙
天
岳

毘
沙
天
岳

山城跡山城跡
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漁協
直売店

自然の砂浜

鬼の泣く浜
昔話

雲仙岳絶景スポット小長井小

中世山城跡中世山城跡
墓石群墓石群

毘沙天岳毘沙天岳

オガタマノキオガタマノキ
（国の天然記念物）（国の天然記念物）

アートギャラリーアートギャラリー
（クラブハウス内）（クラブハウス内）

竹
崎
街
道

竹
崎
街
道

桜の古木（遠竹小）桜の古木（遠竹小）

小長
井大
橋

Ｂ29搭乗員鎮魂碑

長戸鬼塚古墳

古式漁法（スクイ）

名所（見どころ）

ときめきフルーツバス停（果物５種類）

（いくつ見つけられるかな！）

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
停

起
点

県
境

遠
竹
小

遠
竹
小

途中にも見所がいっぱい途中にも見所がいっぱい
ドライブがてら気楽にドライブがてら気楽に
出かけてみませんか！出かけてみませんか！

長里
小

長里
小

みかん トマト メロン すいかいちご

国道207号線国道207号線

長長
崎崎 本本

線線
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希望希望のの光光〔曙
しょ

光
こう

〕

【希望の光】
　白木峰高原は春の菜の花・秋のコスモスの季節は多くの人々が訪れます。とくにこ
の時期はプロ・アマを問わず全国から多くのカメラマンが集まってきます。日の出前
後の一瞬の輝きを狙って泊りがけの撮影場所となっています。このような魅力ある場
所にしていただいた白木峰高原育成会の皆様に感謝しながらシャッターを押した２点
です。（撮影：前波政昭）

（�秋の曙光 コスモスの季節�）

（�春の曙光 菜の花の季節�）
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方
位
時
刻

十
二
支
に
よ
る
時
刻
の
さ
し
方
に
は
、
子
の
刻

を
午
前
０
時
後
の
二
時
間
と
す
る
も
の
と
、
０

時
前
後
の
二
時
間
と
す
る
も
の
と
の
二
通
り
が

あ
る
。

十
干
十
二
支

数
字
は
順
序
を
示
す
。
甲
子
き
の
え

ね　

か
ら
始
ま
っ
て
癸
亥
み
ず
の
と

い　
　

の
六
〇
ま
で
数
え
た
ら
、
六
一
は
ま
た
甲
子
へ
も
ど
る
。

五
行

え
と

十　

干　

十　

二　

支

木き ｛
兄え弟と

　　

甲き
の
え

子ね

（
１
）

乙き
の
と

丑う
し

（
２
）

甲き
の
え
い
ぬ戌

（
11
）

乙き
の
と

亥い

（
12
）

甲き
の
え

申さ
る

（
21
）

乙き
の
と

酉と
り

（
22
）

甲き
の
え

午う
ま

（
31
）

乙き
の
と

未ひ
つ
じ

（
32
）

甲き
の
え

辰た
つ

（
41
）

乙き
の
と

巳み

（
42
）

甲き
の
え

寅と
ら

（
51
）

乙き
の
と

卯う

（
52
）

火ひ ｛
兄え弟と

　　

丙ひ
の
え

寅と
ら

（
３
）

丁ひ
の
と

卯う

（
４
）

丙ひ
の
え

子ね

（
13
）

丁ひ
の
と

丑う
し

（
14
）
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の
え

戌い
ぬ

（
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）
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の
と

亥い

（
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）

丙ひ
の
え

申さ
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の
と

酉と
り

（
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）

丙ひ
の
え

午う
ま

（
43
）

丁ひ
の
と

未ひ
つ
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（
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）

丙ひ
の
え

辰た
つ

（
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）

丁ひ
の
と

巳み

（
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）

土つ
ち ｛
兄え弟と

　　

戊つ
ち
の
え
た
つ辰

（
５
）

己つ
ち
の
と
み巳

（
６
）

戊つ
ち
の
え
と
ら寅

（
15
）
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１ 子
ね

 の公園（緑豊の里）本野町……守り本尊＝ 千手観音
　　・すべての悩みから救済し、願いをかなえてくださる菩薩さま。

２ 丑
うし

 の公園（赤岩と名水広場）大場町……守り本尊＝ 虚空蔵菩薩
　　・限りない福徳円満、大いなる知恵と記憶力を授けてくださる菩薩さま。

３ 寅
とら

 の公園（青岩と観音の滝）御手水町……守り本尊＝ 虚空蔵菩薩
　　・無量の福徳円満、大いなる知恵と記憶力を授けてくださる菩薩さま。

４ 卯
う

 の公園（龍王広場）長田町……守り本尊＝ 文殊菩薩
　　・苦労・災難疫病を断ち切り、無辺の英知を授け、延命と長寿をもたらす菩薩さま。

５ 辰
たつ

 の公園（赤とんぼ広場）小野島町……守り本尊＝ 普賢菩薩
　　・慈悲と英知の徳で人々を救済し、長寿をもたらしてくださる菩薩さま。

６ 巳
み

 の公園（宗方公園）宗方町……守り本尊＝ 普賢菩薩
　　・慈悲と英知の徳で人々を救済し、長寿をもたらしてくださる菩薩さま。

７ 午
うま

 の公園（平家と大杉の里）小川町……守り本尊＝ 勢至菩薩
　　・知恵を表し、苦難と災難を避け、平安を招いてくださる菩薩さま。

８ 未
ひつじ

 の公園（南風の海浜広場）早見町……守り本尊＝ 大日如来
　　・密教界最高の位の仏格を表し、永遠の繁栄を招いてくださる如来さま。

９ 申
さる

 の公園（天狗と大蔵の里）土師野尾町……守り本尊＝ 大日如来
　　・最高仏、絶対仏と言われ、自覚・内省・悟りを司り、徳を授けてくださる如来さま。

10 酉
とり

 の公園（蔦木の森）津久葉町……守り本尊＝ 不動明王
　　・悪魔や煩悩を断ち切り、幸運と繁栄を招いてくださる明王さま。

11 戌
いぬ

 の公園（久山城山公園）久山町……守り本尊＝ 阿弥陀如来
　　・大慈悲の力で深い悟りを与え、精神の救済を実現してくださる如来さま。

12 亥
い

 の公園（諫江見渡しの丘）下大渡野町……守り本尊＝ 阿弥陀如来
　　・�脇侍とされる聖観音と勢至菩薩に守られながら、西方の極楽浄土を司り、慈悲の心を

授けてくださる如来さま。

十二支の守り本尊とご利益

艮
う
し
と
ら

う
し
と
ら

巽た
つ
み

坤
ひ
つ
じ
さ
る

乾い
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＊鼠（ねずみ）が１番、牛（うし）が２番となったわけ
　古の中国での話。十二支の順番を決めるために天帝の住む宮殿に動物たちを呼び集めるこ
とになった。正月の一日正午（12時）に召集をかける触れを出した。このことを逸早く耳に
したのは、牛と鼠であった。牛は自分がのろまなことが分かっていたので、前の晩から眠る
ことができずその日を待った。その時鼠がやってきたので小競り合いがあったが、ほんのし
ばらく仮眠することにして、その後一緒に宮殿に向かうことにした。なかなか眠れずにいた
ところに鼠が牛の傍に寄ってきたのでやっと眠りについた。……翌日、牛は宮殿に向かった。
自分が一番だと思い込んで宮殿の前まで来たとき、鼠がいないことに気づいた。悠々と天帝
の前に進み出たまでは良かったが、牛の頭に乗っていた鼠が天帝の前に飛んで出たので、鼠
が運をつかんで一番先頭になった。しかし牛も黙っていない。とうとう口論となった。天帝
にその判断を任せることにしたが、天帝も力自慢の牛がよいか、賢い鼠がよいか判断がつか
ず、ぞろぞろと牛の後ろからやってきたほかの動物たちの判断に任せることにした。十二支
を代表するまとめ役にふさわしいのは賢い鼠だと主張したのが寅、卯、巳、午、戌の五支、
力の強い丑がよいと主張したのが、辰、未、申、酉、亥の五支となり、５対５で判断が分か
れてしまった。そこで、天帝も仕方なく思い悩んだ末に、街の人々に鼠か牛かを決めてもら
うことにした。
　鼠は困った。街中を牛と一緒に歩いていくには、小さすぎて人に見てもらえないと思い、
天帝に２倍の大きさにしてもらいたいと泣きながら訴えた。天帝もそれもそうだと納得し、
牛も承諾した。大きくしてもらった鼠が牛と一緒に歩いていくと、街の人たちは鼠の大きさ
に驚嘆した。人々は大きい鼠にだけ注目し、牛の姿には目もくれなかったので、この問題は
鼠が一番になり、牛が二番となって決着した。
　順番をほとんど気にしないほかの動物たちは、牛の後に順々に決まっていった。

＊猫が選ばれなかったわけ
　猫もこのうわさを聞いたのだが、よく内容を覚えていなかったので仲良しだった鼠に聞い
てみることにした。鼠は悪知恵を働かして、その日が１月２日だと教えた。教えられた通り
２日の正午に宮殿に着くと誰もいない。しばらく待ったが誰もこない……。そこで初めて騙
されたことを知り、猛烈に腹が立ったので、鼠に食って掛かり、二度と騙されないようにと
猫は鼠を見ると追いかけ回すことになったという。

＊犬と猫、犬と猿が仲悪いわけ
　地球上にいるすべての生き物は仲良くあるべしと天帝から告げられ、最初は動物たちも仲
が良かったのだが、犬と猫が、猫と鼠が、犬と猿が仲が悪くなり、仲が悪いまま元に戻らな
いで喧嘩が絶えない羽目になって現在に至っているという。
　さて、猫と犬であるが、天地創造の天帝から告げられた動物の役割で、猫は家の中を守
り、犬は家の外を守ることになっていた。ところが、家の中と外の守りといっても区別が難
しくなかなかうまくできないので、役割分担を決めた誓約書を取り交わして約束を守る方式

おもしろ十二支考（順番決め編）
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をとって犬はその誓約書を猫に渡した。猫は、置き忘れないようにと屋根裏の片隅にきちん
と仕舞っておいた。しかしいつの間にか鼠が見つけ出してかじってしまっていたというのが
後ほどわかった。犬はイザコザが起こるたびに猫に注意した。度々喧嘩になるので誓約書を
見せるよう猫に伝えると猫は屋根裏に上って、その実状にびっくりして犬に報告したがどう
しようもなかった。それからというもの猫と犬はいつもけんか腰になり、猫は鼠を見ると
追っかけるという習慣が身についてしまったというのである。
　猿と犬は、天帝からその習性をそれぞれ引掻くものと噛み付くものとに区別され、どうし
ても仲良くできない宿命を負わされてしまった。こうして最初から「犬猿の仲」になったと
いうわけである。

＊十二支の中で、その順番が猿、鶏、犬の順になったわけ
　十二支の順番で猿が早く【９番目】、犬が遅くなった【11番目】理由は、この両者の習性
にあったのである。天帝のもとに出かけるとき、犬と猿と鶏とが一緒になってしまった。途
中、しょっちゅう猿と犬とが喧嘩状態になるので、困った鶏がその都度、飛び上がって蹴爪
（けづめ）を武器に両者をなだめ、仲裁に入った。
　一応喧嘩は収まるが、小競り合いが続く。牙をむいて、喧嘩っ早い猿が先に立ち、犬が続
こうとするので鶏は仕方なくその中間に入り、そのまま宮殿目指して突き進んだ。こういう
わけで、順番が猿―鶏―犬と決まったというのだが、今になっても「犬猿の仲」という言葉
が現存するのである。

＊猪の順番が最後尾になったわけ
　「猪突猛進」猪が最後になってしまったのにはやはり訳があった。ほかの動物より早く宮
殿近くまで行ったのだが、曲がり切れずに直進【猛進】してしまい、先の方まで突っ走り、
遠くまで行って気付いて後戻りしてみたが、宮殿に着いてみると最後尾だった。
　天帝の創造した動物の習性が、十二支の順番を決める基になったというのは、皮肉なの
か、創造主の天帝のイタズラだったのでしょうか……。
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　人生100年時代を迎えた今日、健康寿命も延びてきているが寿命100年には、深いわけがあ
る。古の時代、世界を造った天帝との交渉の結果で勝ち取ったもので、天帝のもとに呼ばれ
た動物たちとのやり取りの中で決まったことだった。全ての動物が召集され、寿命と暮らし
方が決められていった。

　さて、最初に天帝が呼んだのは人間でした。両足で直立し世界の王様たることを命じ、必
要な言葉と知恵を授けた。地上に生きる全てのものを支配し、寿命は30歳と告げた。人間
は、これを不服として喜ばなかった。いくら面白く暮らしても30年では短すぎると訴えた。

　次に呼ばれたのはロバだった。ロバには重い荷物運びを命じ、苦労することと粗食するこ
とを進め、寿命は50歳と告げた。ロバはこれを喜ばず、そんな辛い目にあって苦労しながら
の50年は長すぎる、20年差し引いてくださいといった。それを傍で聞いていた人間は、天帝
の許にしゃしゃり出て、その20年をくださいというと望み通りになり人間の寿命が50年と修
正された。

　次に呼ばれた犬には、人間の家と財産を守り失わないようによく見張り、都合が悪くなっ
たら吠えよ！食は、硬い骨と粗末な肉を食らって、寿命は40年と告げた。これを聞いた犬は
震えあがり20歳で結構ですと断った。犬が望まないのであれば、その20年をくださいと人間
が天帝に食い下がったので、人間の寿命が70歳となった。

　天帝が最後の方で呼んだのは、猿でした。猿には、姿は人間だが、背が曲がり、やること
は馬鹿で小児たるべし、寿命は60年と言い渡した。これを聞いた猿は弱りはて、有り難くな
いので半分減じて30歳で結構ですと断った。
　それを聞いた人間はまたしゃしゃり出て猿の30歳をもらい受け、とうとう人間の寿命が
100歳になったというのである。

　かくて人間は、万物の長として天帝から賜った30年間は、何不自由なく暮らし、ロバから
譲り受けた50歳までは、未来の備えのために蓄えることに苦労することになった。犬から得
た年を加えた70歳までは、蓄えてきたものを守るために戦々恐々となり、辛労が続くことに
なった。猿から譲り受けた年齢を加えて70歳を過ぎると、背が曲がり、面相もゆがみ、小児
めいて心も曇ってくるという一生になったという話である。

おもしろ十二支考（寿命編）
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魅力発信広報委員
＊会員【アイウエオ順】
　相庭　哲男　　　大柳　君代　　　小柳　　茂　　　佐田　昭雄　　　副島　猛俊
　中野　勝利　　　計屋トミ子　　　林田　　明　　　原田　米子　　　平野　朋哉
　前波　政昭　　　峰松　終止

広報活動協力者
＊協力者【順不同】
　原　　明志　　　山口　公徳　　　退職校長会会員　　　諫早市校長会
　各公園地元自治会長　　　旧五町支所長・産業建設課（広報担当者）
　諫早観光物産コンベンション協会　　　地域おこし協力隊
　公立及び私立高校　　　鎮西学院大学　　　特別支援学校　　　各種学校
　小長井町遠竹地区地元有志　　　高来町有志　　　本野町有志

� 会員：写真担当　前波　政昭　

　諫早市内に埋没している多くの公園を里山魅力再生を願って写真の力で発信するこ
とにしました。個々の公園の良さを四季を通して撮影し、それぞれの魅力を伝えるこ
とができればと願って構成してきました。まだ十分ではありませんがこの冊子をもと
に多くの方々が足を運ばれて「とによん（十二・四）公園」の魅力をみなさんに伝え
ていただければと願っています。

【監修を終えて】
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「とによん公園」魅力発信事業を終えて【経緯も踏まえて】

事務局　佐田　昭雄　

　令和２年12月はやぶさ２の生還のニュースは世界中を駆け巡り、話題沸騰。はやぶさ２はカ
プセルを予定通り帰還させ、さらなる役割を担って目指す新たな旅に出た。私はこのニュースに
強く心を惹かれ、この魅力にとりつかれた一人だった。JAXAの試み成功は即座に私たちの活動
に結びついた。私たちの活動から準えると、カプセルの到着成功はポスター・チラシの完成に重
なり、さらなる新たな旅は、冊子【ガイドブック】作成を連想させるものとなった。同じ12月
にはポスター・チラシが完成し、その活用を図りながら冊子づくりに進んだ。
　令和３年３月やっと冊子の製本完了。着想から完成まで長い期間だった。…

人間として、一身一家の生活が安定していることだけで満足すべきではない。人間が天
から授かった資質には、より高い務めを果たす力がある。社会の一員としてその立場を
自覚し、社会の発展に尽くさなければならない。

福澤　諭吉『学問のすすめ』より　【学問の目的の大要】

　この活動は、諫早市美術・歴史館前館長　鈴木勇次先生の館長講座『諫早の七不思議「十二支
公園」はなぜ生まれたか』の講義を拝聴した時から始まり、着想したものでした。構想から活動
が始まり足掛け５年、やっと広報資料３点セットが完成しました。ビタミンの卵事業からプロ
ジェクト事業へと、コロナ禍をかいくぐりながら活動は進みました。皆様方の賛同と協力、多く
の方の励ましと指導、支えがあってのことと感謝しております。会員の協力のお蔭で、どこに出
しても恥ずかしくない資料が出来上がりました。子供たちが手にとっても見やすくわかり易い構
成となり、出かけてみたいと思わせる内容になっています。皆様方の身近な場所（学校、公民
館、支所、図書館など）にガイドブックがありますのでご観覧ください。できれば親子で気軽に
出かけてみてください。
　故郷の宝、故郷の魅力を是非、感じ取ってほしいものです。一生を通じて故郷は、掛け替えの
ないものと思います。大いにこの冊子をご活用ください。

とによん（十二・四）公園
ガイドブック

発　行／2021年（令和３年）３月
発行所／諫早市退職校長会とによん公園魅力発信広報委員会
　　　　〒854-0015 諫早市西小路町999-46
印　刷／諫早印刷株式会社
　　　　〒854-0001 諫早市福田町20-26



会員イチオシの撮影スポット

戸石「牧島」 上山公園「駐車場池」 田結「上の島」

唐比「ハス園」 本野「富川渓谷」 本明「歳神社」

西小路「弘法大師堂」 諫早公園「眼鏡橋」 小長井「井崎」

＊�「とによん公園」広報冊子（ガイドブック）の完成に当たり、魅力発信広報委員会【主に写真部会
メンバー】の会員が、日ごろ撮影した写真の中から選りすぐりの イチオシ撮影スポット  の写真を
掲載しました。
＊�９点の作品は、写真部の定例会（月一回）に於いて選考の結果、収録したものの中から撮影スポッ
トとして選ばれたものです。
＊�公園広報活動とは関係がないので敢えてこのページに展覧させてもらいましたが、お気に入りの場
所がありましたら、現地確認をしていただいてご堪能ください。

【 事務局から 】

　子供たちに、屋外での自然や生活体験を思いっきりさせたい。それは、教職に携わって
きた者の共通の認識です。かつては、近くの広場や里山へ出掛けて行っての遊びや手伝い
などが日常でした。そういう生活の中で、自然の成り立ちや営みを体感し、生活の知恵を
身につけていったような気がします。自然の素晴らしさや畏敬の念を抱いていく中で故郷
のよさも身に付いていったように思います。
　ところで、現代では、社会情勢の変化に伴う生活様式等の変容により野外での伸び伸び
とした自由な活動が乏しくなってしまっているようです。それに連れて、里山の手入れは
しだいに行き届かず “やぼくら” になってしまい近寄り難くなっています。親子で里山へ
出掛けようにも二の足を踏んでしまうのが現状のような気がします。しかし、この大地や
自然の中での生活に根付いたものの見方や考え方の基盤は、今の世情の中でも大切に守っ
ていきたい要素であろうと考えます。
　そのような情勢の中、各方面の配慮により、青少年自然の家やこどもの城、或いは、各
地域等で、子育てへの取り組みが多くなってきているのは心強い限りです。より一層の活
用を勧めていきたいものです。
　諫早市退職校長会でも［子育てや地域づくりの応援］を主要活動の一つに挙げています。
今回、各方面での大がかりな取り組みに加えて、日常的な家族のふれあいや子育ての場と
して、具体的な活動の場所を紹介しよう、と企画しました。
　市内各所にある既設の公園の中で、里山や自然の体験に適した場所を全方位的に満遍無
く配慮して活用し易いよう魅力を発信広報していこう。との趣旨です。
　きっかけは、退職校長会員による公民館講座 “十二支公園” 巡りの成果です。地域の憩
いの場として整備された公園でしたが、利用者が少なくなり、地域による維持管理も過疎
化等により行き届かなくなっている場所もあります。それらを［里山公園］として紹介し、
再生活用してもらいたいということです。そして、退職校長会員による「地域の名所巡り
ウオーキング」の成果も参考にしながら、旧五町それぞれに “いちおし公園” を地域の
方々に相談しながら、知恵を借りながら選定してみました。企画推進のために実行委員会
を組織し、会員による精力的な取り組みによって短期間で順調に進み、加えて、写真クラ
ブ員の協力により的確な美しい写真で構成することができました。
　諫早市［ビタミンプロジェクト事業］に採用して頂いたことは心強く、推進の原動力と
なり、また、的確な示唆もいただきました。心より感謝申し上げます。
　キャッチフレーズとして、“家族で里山へ出掛けよう”、そして “故郷のよさを探そう”
“わが故郷を地域で盛り上げよう” できれば “里山を猪から取り戻そう” など挙げてみまし
た。いかがでしょうか。自然の中での子育てに、心身の健康づくりに、そして、地域づく
りの活性化に、少しでも繋がっていければ幸いです。
　これからの「withコロナの時代」への対応策として “自然への回帰” にも通じるのでは
ないだろうかと期待しています。
� 諫早市退職校長会 会長　副島　猛俊　
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